
 

信州創生戦略政策評価について 

１ 趣旨 

 信州創生戦略（対象期間：平成 27 年度～平成 31 年度）を推進するため、基本目標及び重要業

績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況を客観的に把握し、外部の視点も確保して評価を行い、施策や

事業の改善に活用します。 

評価の結果は県議会に報告するとともに、県民に公表します。 

２ 進捗状況の概要（対象年度：平成 29 年度） 

基本目標に掲げた数値目標について進捗状況を評価した結果、実績値を把握できる５つの数値

目標のうち、３指標が「Ａ」、２指標が「Ｃ」となりました。 

 

［進捗状況の判定区分］ 

実績値が計画策定時の基準値からどの程度進展したかを、毎年度の目安値と比較して進捗率

を計算しています。 

Ａ：進捗率 100％以上、Ｂ：80%以上 100％未満、Ｃ：80%未満 

 

 （１）基本目標の進捗状況 

基本目標 指標名 目安値 実績値 
進捗 

区分 
前年度 

自然減への歯止

め 

合計特殊出生率 

H26 年 1.54→H31 年 1.68 

1.62 

（H29 年） 

1.56 

（概数） 
Ｃ Ａ 

社会増への転換 
社会増減（人） 

H26 年▲3,703→H31 年▲2,000 

▲2,700 

（H29 年） 
▲2,530 Ａ Ａ 

仕事と収入の確

保 

労働生産性（千円/人） 

H24 年度 8,012→ H29 年度

8,220 

8,137 

（H27 年度） 
7,612 

Ｃ 

（Ａ

※） 

Ｂ 

就業率（％） 

H26 年 59.5→H31 年 60.0 

59.8 

（H29 年） 
61.2 Ａ Ａ 

人口減少下での

地域の活力確保 

県民一人当たり公共交通機関

利用回数（回/人） 

H25 年度 48.2→H30 年度 49.9 

49.3 

（H28 年度） 
50.0 Ａ Ａ 

健康寿命（男性・女性）（歳） 

H25 年男性 79.83、女性 84.35 

→H31 年 延伸 

男性 79.83 

女性 84.35 

（H29 年） 

男性 80.45 

女性 84.82 

(H28 年) 

― Ａ 

健康寿命については、H29 年実績値を算出する基礎資料が未公表のため、参考として H28 年の実績値を
記載しています。 

 

 

 

以上 

資料２ 



（参考）労働生産性（※）の進捗状況について 

 労働生産性の算出根拠となる県民経済計算が遡及改定され、基準値が 8,012 千円/人から 

7,153 千円/人と、目標設定時よりも低く算定されましたが、製造業の付加価値額の増加等によ

り、H27 年度は基準年度（H24 年度）に比べて 6.4％増（7,153 千円/人→7,612 千円/人）と、目

標設定時の想定の 1.6％増（8,012 千円/人→8,137 千円/人）を上回りました。 

指標名 年度 
基準値 

（H24 年度） 
H25 年度 H26 年度 H27 年度 

労働生産性（千円/人） 

目安値 － 8,054 8,095 8,137 

実績値 
7,153 

（8,012） 

7,296 

（8,077） 

7,314 

（8,084） 
7,612 

   （ ）内は、遡及改定前の値により算出した値 

 

（３）重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況 

 （ ）内は、実績値が把握できる指標に占める割合です。 

 

基本目標 

 

100%以上 

Ａ 

80％以上

100％未満 

Ｂ 

 

80％未満 

Ｃ 

実績値なし 計 

１ 自然減への歯止め 8(50.0) 1(6.2) 7(43.8) 1 17 

２ 社会増への転換 9(40.9) 3(13.6) 10(45.5) 0 22 

３ 仕事と収入の確保 12(42.9) 3(10.7) 13(46.4) 6 34 

４ 人口減少下での地域の活力確保 13(76.5) 0(0.0) 4(23.5) 2 19 

計（％） 42(50.6) 7(8.4) 34(41.0) 9 92 

前年度計 46(52.9) 10(11.5) 31(35.6) 5 92 


